
    愛媛大学ＣＯＣ企画運営部事務局（担当：重松）
    〒790-8577　松山市文京町 3番（愛媛大学社会連携推進機構内）
     TEL 089-927-8964   　FAX 089-927-8820      E-mail  coc@stu.ehime-u.ac.jp

問合せ
　＆
申込み

◎ 【先着順、1月29日（火）〆切り】参加申込み方法、プログラム詳細については、裏面をご覧ください。

◆本イベントは、地（知）の拠点整備事業（COC事業）として「地域の再生を担う実践的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象に開催します。

【主催】愛媛大学　【共催】愛南町　

愛媛大学「地（知）の拠点整備事業（COC 事業 )」

“地域が儲かるまちづくり”
平成 30 年度 COC 公開講座 in 愛南町 開催 !!

 現在、地⽅に起こっている⼤きな問題として、⼈⼝減少・少⼦⾼齢化・
地域活⼒の衰退などがあげられます。愛南町も例外ではありません。
 来るべく未来を考え、創造し、いきいきとした⽣活を送るためには
いったい何をすれば良いのか。地域に埋もれている資源を活かした新
たなビジネスの可能性や課題（成功事例・失敗事例）、公的⽀援の取組
み内容について考えてみませんか？

【⽇時】2019.          14:00 〜 16:409.      12 / 3（⽇）14:00 〜 16:401
（受付スタート 13:30）（受付スタート 13:30）

【場所】愛南町御荘⽂化センター 2F  ⼤研修室

●講演 1 「儲かるだけで良いのか！？ 地域になぜお⾦が残らないのかを考える」
     愛媛⼤学社会共創学部 特任講師 笠松 浩樹

【場所】愛南町御荘⽂化セン
◎参加無料  
◎定員 100 名

●講演 2 「⽇本政策⾦融公庫 国⺠⽣活事業の成⻑戦略分野への取組み
     〜 “地⽅版総合戦略” に係る各種施策の推進への貢献に向けて〜」
     ⽇本政策⾦融公庫宇和島⽀店 ⽀店⻑ 森⽥ 達也 ⽒

-----------------------------------------------------------------------------

名
-----------------------

（先着順）

-----------------------------------------------------------------------------



平成30年度 愛媛大学COC公開講座 in愛南町
【会場】　愛南町御荘文化センター　2F　大研修室

（南宇和郡愛南町御荘平城 3063 番地 1）

◆本イベントは、地（知）の拠点整備事業（COC事業）として「地域の再生を担う実践的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象に開催します。

【主催】愛媛大学　【共催】 愛南町　

ふ り が な

お名前

Tel. E-mail

※ 複数人でお申し込みの際は、全員分のお名前をご記入ください。

ご所属 役職名

参加申込み先
 定員100名（先着順）

障がいのある方等で支援の必要な方は、２週間前までにその旨をお書き添えください。

1月 29 日（火）までに、電子メールまたは FAX で、上記 COC企画運営部事務局までお申し込みください。
なお、承諾のご連絡はいたしません。定員に達した場合、お断りのご連絡を差し上げます。

愛媛大学COC企画運営部事務局 (社会連携推進機構内 )
Mail: coc@stu.ehime-u.ac.jp　Fax: 089-927-8820

2 月 3 日（日）

開催 !!

参加無料

プログラム

14:00 ～ 14:10　　主催者挨拶　愛媛大学理事・副学長　仁科　弘重
14:10 ～ 14:20　　共催者挨拶　愛南町長　清水　雅文 氏

14:20 ～ 15:20　　講演 1　「儲かるだけで良いのか！？ 地域になぜお金が残らないのかを考える」
　　　　　　　　　　 　　愛媛大学社会共創学部　特任講師　笠松　浩樹

15:20 ～ 15:30　　休憩

15:30 ～ 16:30　　講演 2　「日本政策金融公庫 国民生活事業の成長戦略分野への取組み
　　　　　　　　　　　　　～” 地方版総合戦略” に係る各種施策の推進への貢献に向けて～」
　　　　　　　　 　　       日本政策金融公庫宇和島支店　支店長　森田　達也 氏
                  　　　　

16:30 ～ 16:40　　終了

　各地方自治体で策定された「地方版総合戦略」に係る各種施策の推進への
貢献に向けて、日本政策金融公庫国民生活事業の支援内容をご紹介します。
特に新たな地域経済の担い手の創出のために重要な創業支援や社会的課題が
多様化・複雑化する中において、民間や行政サービスでカバーしきれない「隙
間」の担い手として役割が大きくなっているソーシャルビジネスへの支援の
概要を中心に事例を交えながらお話しします。
 

　地域内で経済循環を興すことは重要です。そのために外部から利益を得る
ことは大事ですが、それだけで大丈夫でしょうか。地域から出て行っている
お金を減らすことがより大事になります。また、我々の生存基盤である農林
水産物は、経済成長重視の社会とは相性が悪い実情があります。
　今回は、地域内外のお金の流れを概観し、仕事づくり、倫理的消費、教育
などの観点から、地域内でお金が循環する方法を考えてみましょう。
 


